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研究成果の概要（和文）： ウエブからの同位語等の概念知識の抽出，ウエブ検索クエリの意図

推定・自動質問修正，ウエブ情報の信憑性分析，ユーザインタラクションやウエブ 1.0 情報と

ウエブ 2.0 情報の相互補完による検索精度改善に関する技術開発を行った． 
 
研究成果の概要（英文）：We developed methods for (1) extracting ontological knowledge from 
Web such as coordinate terms, (2) intent detection and automatic modification of Web 
queries, (3) Web information credibility analysis, (4) improving retrieval effectiveness by 
user interaction and mutual complementation of Web1.0 and 2.0 information.  
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2006 年度 16,600,000	
 0	
 16,600,000	
 

2007 年度 16,100,000	
 0	
 16,100,000	
 

2008 年度 16,100,000	
 0	
 16,100,000	
 

2009 年度 17,000,000	
 0	
 17,000,000	
 

2010 年度 17,000,000	
 0	
 17,000,000	
 

総	
 計 82,800,000	
 0	
 82,800,000	
 

 
研究分野：情報学 
科研費の分科・細目：「情報学」・「メディア情報学・データベース」 
キーワード：情報爆発, 情報検索, WWW, ヒューマンインタフェース, 情報の信頼性 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 コンテンツの検索や利活用を行うために，
Web1.0情報の検索を行うWeb検索エンジン
や，ユーザ生成コンテンツであるブログなど
が台頭していた．学術的，産業的には，Web
やマルチメディアのための次世代検索エン
ジンの開発が望まれていた．また，Wikipedia，
ソーシャルブックマーク, twitter，SNS など
のソーシャルメディアやユーザ投稿型動画
サイトなどは未だ萌芽期の段階にあった． 
Web 情報の信頼性については意識が低く技
術開発などは行われていなかった．さらに，
Web，TV コンテンツ，メール，オフィス文
書の操作ソフトは個別に提供され，コンテン
ツ検索操作を効率的に行うための障害とな
っていた． 

２．研究の目的 
	
 種々の情報源からの多様なメディア情報
を効果的に統合して利活用・管理する技術が
不可欠であると考え，本研究では，異種コン
テンツの横断的検索・統合や，コンテンツの
操作環境と閲覧検索環境の効果的な統合を
実現するための基盤的ソフトウェア技術を
開発し，情報爆発に対処可能な新しいコンテ
ンツ検索・融合技術を得ることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
	
 コンテンツの統合検索，高水準のユーザ・
コンテクストに着目した情報検索，コンテン
ツ統合とシームレスな検索という着眼点に
基づき，理論的研究，システム的な研究開発
を行うというアプローチをとった．	
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４．研究成果	
 
(1)	
 Web からの知識獲得とサーチ	
 
	
 検索キーワードに対する典型的な話題
語・同位語・上位語・下位語といった知識を
Web 全体から近似的に高速抽出する新しい技
術を開発した．これは両方向言語構文パター
ンを用いた知識獲得手法で，知識の発見には，
既存の検索エンジンがもつ索引データ（ペー
ジのタイトル，スニペット，URL）のみを利
用するものである．与えられた語に対して特
定の関係にある語（上位語や下位語等）が対
象語と言語構造的にどのように共起するか
ということに注目し，2 種類の異なる方向性
を持つ言語パターンを用意し，それらに適合
するかどうかということを判断することで
知識の抽出が行われる．	
 
	
 たとえば，語<query>の同位語を発見する
には，前構文パターン「<target>や<query>」
と，後構文パターン「<query>や<target>」
を用いる．<target>が発見したい語が現れる
部分であり，<target>がパターンの最初に現
れるものを前構文パターン，最後に現れるも
のを後構文パターンと呼ぶ．<target>を除く
文字列をクエリとして，検索エンジンから検
索結果を取得することで，<target>の部分に
該当する語を発見することができる．	
 
	
 語の発見において，特に日本語や中国語に
おいては，語の切れ目を判別することが重要
であるが，前構文パターンによって<target>
の終端部が，後構文パターンによって
<target>の開始部が特定されるため，これら
の両方向のパターンの両者に適合する語を
抽出することで，語の切り出しが容易に精度
良く行われる．この手法は発見したい語の種
類や言語を問わず利用可能である．オンデマ
ンドに取得した知識をバネモデルを用いて
視覚的に表示するシステムの作成も行った
（図 1）．	
 
	
 	
 	
 	
 

図 1：Web からの同位語／話題語知識の獲得	
 
	
 
	
 また，ブログ検索やニュースアーカイブ検
索のような，検索対象のコンテンツの生成日
時をクエリで指定できる検索エンジンを利
用することで，語の関係の変化を抽出するこ
とができるシステムを作成した．	
 
	
 	
 	
 	
 
(2)	
 Web2.0 による Web1.0 検索の精度改善	
 
	
 Web2.0 サイトにおけるタグ情報をマイニ
ングすることで既存の Web 検索エンジンの適

合率・再現率を向上させる手法を提案した．	
 
	
 Web 情報検索におけるランキングを最適化
する目的で，ウェブページの適合性を判断す
るうえでソーシャルブックマークのデータ
に着目し，このデータをマイニングすること
で既存のページ評価尺度と比較した上で，こ
れまでの検索エンジンでは検索が難しかっ
たページの検索を可能にする手法を提案し
た．具体的には，ソーシャルブックマークに
おけるページのブックマーク数や，ブックマ
ークの際に使用されたタグといった情報を
ページへの一種のアノテーションと見なす
ことで，これを用いた検索結果の対話的に再
ランキングを可能にし，従来は検索結果から
の発見が難しかったページの発見を容易に
した．また，ソーシャルブックマークにおい
て特定の時期にブックマーク量が増加する
ページを，その時期に特に有用な情報が載っ
ていると仮定することで，検索者が検索を行
う時期に適応した検索結果のランキングを
可能にした．さらに，ページをブックマーク
しているユーザ間の参照構造を分析し，集団
としての特性を明らかにすることで，ページ
の社会的なインパクトをより正確に反映す
るモデルと指標を提案した．	
 
	
 現在の Web 画像検索エンジンは「金閣寺」
や「富士山」といった具体物を表す語で検索
した場合の検索精度は高いが，「夏」や「平
和」のような抽象的な概念を表す語で検索し
た場合にはその精度（再現率）が著しく低下
する．それに対して，たとえば抽象的な語で
ある「春」を検索語にするとき，この語を「ク
ロッカス」，「チューリップ，庭」，「桜」など
といった具体的な語集合に置き換えてから
既存の画像検索エンジンを用いて検索する
ことで，検索精度を向上させることができる	
 
（図２参照）．ここで重要なのは検索語を抽
象的な語から具体的な語の集合に変換する
過程である．そこで抽象的な概念を表す語を
タグとして付与された画像のソーシャルタ
グ集合に置き換えるとき，選択する置き換え
語が本来の検索語である抽象的な語をどの
くらい連想させるかをあらかじめ用意した
相関ルールを用いて決めることで検索精度
を向上させた．	
 

図 2:	
 Web2.0 データによる抽象語クエリから
具体語集合への変換とそれによる画像検索	
 
	
 
(3)	
 関係の類似性に基づく検索と	
 
	
 	
 アナロジー検索	
 
	
 関係が与えられた時に，類似関係を Web か
ら発見する方法，および，関係の類似性によ
るアナロジー検索を開発した．類似関係検索



は，入力として語 A,	
 B,	
 Cが与えられた時に，
A と B で成り立つ関係と C と D で成り立つ関
係が類似するような語 D を Web から発見する．	
 
	
 我々は Web ページの索引情報を情報源とし，
語の共起と言語パターンを用いて類似関係
検索を実現する手法について開発した．	
 
	
 また，アナロジー検索では「京都における
ある飲食店 Aは東京においてどの飲食店に当
たるか」という検索を行うことができる．飲
食店間の類似度を考えることで例示検索は
実現できるが，我々は更に，選ばれた例と選
ばれなかった例の関係，例が選択された地域
（京都）と検索対象となる地域（東京）の関
係を考慮することで，より精度よく，また異
なる地域間での例示検索を可能にした（図 3）．	
 
	
 

図 3：アナロジー検索	
 
	
 

図	
 4：画像信憑性分析システム ImageAlert	
 

	
 
図 5：ユーザ信憑性判断指標による再ランク	
 
	
 
(4)	
 ウェブ情報の信憑性分析に関する研究	
 

	
 信憑性指向の情報検索・閲覧を実現するた
めに，ウェブ情報の信憑性分析モデル，情報
検索時におけるユーザ支援方法，ウェブから
の信憑性判断材料の検索・集約に関する技術
開発を行った．	
 
	
 ウェブ情報の種類や評価観点によって異
なる信憑性を集合的アプローチによって評
価するためのモデルを提案した．提案モデル
では，任意の観点からウェブ情報の信憑性を
評価するために，評価対象であるウェブ情報
をデータ対として表現し，関連するデータ対
間のサポート関係の強さを分析する．このと
き，「Supportive なデータ対を多く持つデー
タ対は信憑性が高い」という仮説のもと，デ
ータ対として表現されたウェブ情報の信憑
性評価を行う．信憑性の評価観点に応じてデ
ータ対の構成，データ対間のサポート関係の
定義を行うことで様々なウェブ情報の信憑
性を評価することが可能となる．提案モデル
を画像信憑性の評価に適用し，ウェブページ
を閲覧中に気になる画像の信憑性を検証で
きるアプリケーション ImageAlert を開発し
た（図 4）．	
 
	
 さらに，ユーザの検索結果に対する信憑性
フィードバック情報をもとにユーザの信憑
性判断モデルを推定し，それを用いてウェブ
検索結果を再ランキングするシステムを開
発した（図 5）．提案システムでは，ウェブ検
索結果を信憑性の主要な判断指標ごとにス
コアリングする．ユーザは可視化された信憑
性判断指標ごとのスコアを確認し，システム
に各検索結果の信憑性をフィードバックす
ることができる．提案システムによって，ユ
ーザは自身の信憑性判断指標に応じて，信憑
性の高いページを大量のウェブページの中
から効率よく検索することが可能となる．	
 
	
 近年のユーザ投稿型サイトやオンライン
広告サービスの普及により，Web	
 上には一般
のユーザや業者によって投稿されたコンテ
ンツが多数存在している．これらのコンテン
ツで扱われる料理や旅行ツアーといったオ
ブジェクトは，書き手によって恣意的に名前
が付けられるため，同一オブジェクトに対し
て無数の名前が存在する．そのため，ある Web
ページがどのオブジェクトについての記述
であるかを識別することは容易ではない．ま
た，これらのコンテンツでは，記述対象のオ
ブジェクトをより魅力的に見せるために，
様々な修飾表現が用いられる．例えば，“本
格カレー”	
 という名前の料理レシピや，“大
感動!上海 4 日間”	
 といった名前の旅行ツア
ーが存在する．しかし，修飾表現を含むオブ
ジェクトであっても，実際にはその修飾表現
と適合していないオブジェクト（誇張）や，
逆に，ある修飾表現を含まないオブジェクト
であっても，その修飾表現と適合しているオ
ブジェクト（隠れ適合）も多数存在する．こ	
 

①ターゲット画像の人物ラベル名を入力

② ターゲット画像をクリック

足利尊氏
足利尊氏は室町幕府を開いた人物であり，
征夷大将軍でもあった．尊氏は後醍醐天皇を…

足

オブジェクト名
足利尊氏

Historical person name mode
Adjective & object name mode

ImageAlert

Possible person names:
Ashikaga Takauji
Taira Shigemori

Consistency: 0.062

Possible person names:
Ashikaga Takauji

Consistency: 0.087

Possible person names:
Ashikaga Takauji

Consistency: 0.098

画像・テキスト対

オブジェクト名
足利尊氏

Historical person-name mode
Hamburger-name mode

ImageAlert

人物名候補：
足利尊氏
平重盛

整合性スコア：67

人物名候補：
足利尊氏

整合性スコア： 75

人物名候補：
足利尊氏

整合性スコア：80

③ システムは入力された人物名に妥当な画像を信憑性スコアと共に
上位 3件提示する．また，提示された画像のラベルとして可能性
のある人物名を提示する．

1. 

2. 

3. 

4. 

ユーザの信憑性判断モデル
を基に再ランキング

2. 

1. 

4. 

3. 

再ランキング前 再ランキング後

2 位 → 1 位

1位 → 2 位

4位 → 3 位

3位 → 4 位



れらは，クエリ内のキーワードを含むオブジ
ェクトを検索結果に表示する既存の検索エ
ンジンでは，適合率と再現率の低下の原因と
なる．	
 
	
 本研究ではオブジェクトに対する修飾表
現の適合性という，人々がそのオブジェクト
に関する記述を閲覧した際に，その修飾表現
が相応しいと考える度合いを示す指標を導
入した．オブジェクトに対する修飾表現の適
合性分析を行うために，修飾表現と適合する
語と相反する語を抽出する手法を開発した．
オブジェクトに対する修飾表現の適合性と
いう指標は，修飾表現を含むクエリでの検索
精度の向上や，誇張されたオブジェクトの発
見などに利用できる．料理レシピと旅行ツア
ーを対象として実験を行い，検索タスク・誇
張発見タスクにおける精度評価を行った．そ
の結果，ほぼ全ての手法において，既存の検
索エンジンに基づくベースライン手法など
よりも，提案手法の方が優れていることを示
した．	
 
	
 
(4)サーチインタラクションの研究	
 
	
 ユーザ主導のサーチインタラクションに
もとづく情報検索技術の研究として，語ベー
スフィードバックに基づく検索結果の再ラ
ンキング，	
 Q&A コンテンツからの主観的ファ
セットの抽出に関する研究を行った．	
 
	
 検索エンジンの膨大な検索結果を，検索結
果リストや俯瞰的に重要語を表示したもの
（タグクラウド）の中から任意の語を強調・
削除することで迅速に再ランキングできる
方式 Rerank（http://rerank.jp）を開発した
（図 6）．またシステムを Yahoo！Japan と共
同でシステムの開発を行い，Yahoo!ラボで公
開し実証実験を行った．提案システムを利用
することで，ウェブ検索エンジンのランキン
グに左右されることなく効率的に情報を発
見することが可能となる．	
 

	
 図 6:	
 語ベースフィードバックに基づく再
ランキングシステム	
 Rerank.jp	
 
	
 
	
 さらに，ユーザ側の簡単なインタラクショ
ンで任意の検索サービスの検索結果ページ

の構造抽出を可能にする技術を実現し，さま
ざまな検索サービスで再ランキングが使用
できるシステム RerankEverything を開発し
た．提案システムはユーザが検索結果ページ
に対してインタラクションすることで，動的
に検索結果の属性値を抽出し再ランキング
に利用する．これにより，検索サービス側の
検索機能に依らず，ユーザ主導の観点で検索
結果を閲覧することが可能となる（図 7）．	
 

	
 
図	
 7:	
 RerankEverythingを用いて論文検索サ
ービスの検索結果の構造を抽出し，論文情報

を再ランキングする様子	
 
	
 次に，コミュニティ型の Q&A コンテンツの
質問・回答情報を利用し，主観的ファセット
を抽出することで，ウェブ検索ユーザのクエ
リ修正を支援する手法を実現した．提案シス
テムでは Q&A コンテンツに出現する「有名な
寺社」や「美味しい和菓子」といった主観的
ファセット情報に焦点を当て，質問・回答情
報からそうしたファセットを抽出し，ウェブ
検索ユーザに対して推薦する．	
 
	
 システムはまずユーザからクエリを受け
取ると関連する Q&A コンテンツを検索し，あ
らかじめ用意した言語パターンを使用して
質問中に出現する主観的ファセットを抽出
する．その後，得られた主観的ファセットと，
回答に出現する「金閣寺」や「銀閣寺」とい
ったエンティティ名の共起関係を評価する
ことで，検索クエリと関連するファセットを
動的に発見する．	
 提案システムを利用する
ことで，「京都観光」，「インド料理」といっ
た曖昧な検索クエリに対しても効果的にク
エリを推薦することが可能となる（図 8）．	
 

	
 	
 
図 8:	
 Q&A コンテンツから抽出された主観的

ファセットの例	
 



(5)オフィス文書の意味的検索技術の研究	
 
	
 Google デスクトップサーチ等の既存の全
文検索システムの大きな欠点として，検索条
件を定義する際にユーザが検索語の意味を
定義できないために検索の適合率や再現率
が低いことがあげられる．本研究ではこの欠
点に対応した意味的検索手法の研究を行い，
本手法を用いた MS	
 Wordと Excel 等のオフィ
ス文書の意味的検索システムを開発した．	
 
	
 文書管理者は各種の業務文書の中の検索
用語句（例えば，顧客名・発売日・製品名・
単価・合計金額等）の意味を表す意味タグを
意味タグスキーマとして定義し，各種の代表
文書の中の検索用語句に意味タグスキーマ
の要素を対応付けておく．検索用語句の抽出
プログラムはその代表文書と構造的・意味的
に類似した文書の中から自動的に検索用語
句と意味タグを XML データとして出力する．
検索インデックス作成プログラムはこれら
の XML データを読んで，関係データベースに
保存した検索インデックスの更新を行う．	
 
	
 これにより，ユーザは意味タグを意識せず
に検索条件を定義できる．開発したシステム
は，検索対象となる文書の種類の意味タグを
検索インデックスの意味タグ定義表から読
み出し，HTML の検索フォームを生成する．文
書検索プログラムは検索フォームで定義さ
れたユーザの検索条件から検索クエリを自
動的に生成し，検索条件に満たす文書の一覧
を出力する．文書一覧には文書の検索用語句，
意味タグ，文書の保存先，文書へのリンクが
あるので，ユーザはこの情報を見て当該文書
を確認することが可能になる．検索速度測定
結果は，10 万件の文書から 10 件のターゲッ
ト文書の検出時間は約 0.03 秒であった．	
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